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「機能性表示食品の届出等に関するガイドライン」
が改正されました

　

２
０
１
８
年
３
月
２
８
日
、
消
費
者
庁
は
「
機
能

性
表
示
食
品
の
届
出
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
お
よ
び
「
機
能
性
表
示

食
品
に
関
す
る
質
疑
応
答
集
」
を
一
部
改
正
し
ま
し

た
。
い
く
つ
か
の
変
更
点
が
あ
り
ま
す
が
、
対
象
と

な
る
機
能
性
関
与
成
分
の
拡
大
と
し
て
「
糖
質
、
糖

類
（
２
０
１
８
年
３
月
２
８
日
よ
り
）」「
植
物
エ
キ

ス
及
び
分
泌
物
（
届
出
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
修
後
）」

が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
関
心
が
高
い
と
思
い
ま
す
の

で
こ
ち
ら
で
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
改
正
事
項

　

機
能
性
表
示
食
品
制
度
の
運
用
の
課
題
と
、
対
象

成
分
の
拡
大
、
そ
し
て
消
費
者
へ
の
情
報
提
供
に
関

す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
改
正
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
下
に
、
主
な
改
正
事
項
別
に
、
課
題
と
改
正

点
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。

届
出
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
修
と
運
用
開
始
時
期
に

つ
い
て

　

今
回
の
改
正
に
は
、
届
出
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
改
修

が
必
要
な
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
改
正
事
項
に

よ
っ
て
運
用
開
始
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
届
出
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
改
修
前
と
、
改
修
後
で
の
運
用
開
始
時
期

の
違
い
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
修
時
期
に
つ
い
て
は
発

表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
年
度
末
（
２
０
１
９
年
３
月

末
）
ま
で
か
か
る
の
で
は
と
の
見
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

糖
質
、
糖
類
に
つ
い
て

　

す
で
に
（
２
０
１
８
年
３
月
２
８
日
か
ら
）
運
用

開
始
さ
れ
た
内
容
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
、
糖
質

と
糖
類
の
追
加
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
改
正
ガ

改
正
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
機
能
性
関
与
成
分
及
び
そ
の

科
学
的
根
拠
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」（
Ｐ
３
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

本
稿
作
成
時
点
（
２
０
１
８
年
４
月
１
３
日
）
で
、

機
能
性
表
示
食
品
の
届
出
を
受
理
さ
れ
た
商
品
は

１
，３
３
８
件
に
な
り
ま
す
。
届
出
資
料
簡
素
化
や
届

出
確
認
迅
速
化
な
ど
の
改
正
、
そ
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
改
修
後
（
お
そ
ら
く
今
年
度
末
頃
）
に
「
植
物
エ

キ
ス
及
び
分
泌
物
」
が
対
象
と
し
て
運
用
開
始
さ
れ

る
こ
と
で
、
機
能
性
表
示
食
品
は
さ
ら
に
増
え
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
分
析
方
法
の
開
示
も

運
用
開
始
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
届
出
商

品
に
何
ら
か
変
更
届
出
を
行
う
際
は
、
併
せ
て
分
析

方
法
を
示
す
資
料
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
透
明
性
に
つ
い
て
も
高
ま
っ
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
き
な
改
正
で
す
の
で
、
機
能
性
表
示
食
品
制
度

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確
認
を
さ
れ
る
機
会
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
川
合
）

（
１
）
届
出
資
料
に
つ
い
て

　

課
題
：
煩
雑
な
届
出
資
料

　

改
正
点
：
届
出
資
料
の
簡
素
化

                  

・
届
出
資
料
へ
の
入
力
項
目
数
を

                     

約
３
０
％
削
減

（
２
）
届
出
確
認
に
つ
い
て

　

課
題
：
届
出
確
認
事
務
の
停
滞

　

改
正
点
：
届
出
確
認
の
迅
速
化

                   

・
事
業
者
団
体
等
の
事
前
確
認
を
経
た

                      

旨
を
届
出

                   

・
公
表
済
み
の
届
出
食
品
と
同
一
性
を

                      

失
わ
な
い
程
度
の
変
更
で
あ
る
旨
を

                      

届
出

（
３
）
生
鮮
食
品
に
つ
い
て

　

課
題
：
生
鮮
食
品
の
届
出
件
数
が
低
調

　

改
正
点
：
生
鮮
食
品
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
取
扱
い

                 

・
一
日
摂
取
目
安
量
の
一
部
を
摂
取
で

                     

き
る
旨
の
表
示
の
追
加

                 

・
生
鮮
食
品
に
係
る
Ｑ
＆
Ａ
の
拡
充

（
４
）
対
象
成
分
に
つ
い
て

　

課
題
：
栄
養
成
分
及
び
機
能
性
関
与
成
分
が
明

　
　
　
　

確
で
な
い
食
品
の
取
扱
い

　

改
正
点
：
対
象
と
な
る
機
能
性
関
与
成
分
の
拡
大

　
　
　

     

・
糖
質
、
糖
類
の
取
扱
い
を
明
記

                  

・
植
物
エ
キ
ス
及
び
分
泌
物
の
取
扱
い

                     

を
明
記

（
５
）
第
三
者
に
よ
る
検
証
に
つ
い
て

　

課
題
：
第
三
者
に
よ
る
成
分
分
析
が
で
き
な
い

　

改
正
点
：
分
析
方
法
を
示
す
資
料
の
開
示
（
必

                      
要
に
応
じ
て
マ
ス
キ
ン
グ
）

（
６
）
消
費
者
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

課
題
：
販
売
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い

　

改
正
点
：
事
業
者
に
よ
る
届
出
後
の
販
売
状
況

                     

の
届
出

（
１
）
機
能
性
関
与
成
分
（
中
略
）

② 

健
康
増
進
法
（
中
略
） 

に
摂
取
基
準
が
策
定
さ

れ
て
い
る
栄
養
素
を
含
め
、
食
品
表
示
基
準
別
表

第
９
の
第
１
欄
に
掲
げ
る
成
分
は
対
象
外
と
す

る
。
な
お
、
下
表
の
栄
養
素
の
構
成
成
分
等
に
つ

い
て
は
、
当
該
栄
養
素
と
の
作
用
の
違
い
等
に
鑑

み
、
対
象
成
分
と
な
り
得
る
も
の
と
す
る
。
糖
質
、

糖
類
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
栄
養
源
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
）
と
さ
れ
る
成
分
（
ぶ
ど
う
糖
、
果
糖
、

ガ
ラ
ク
ト
ー
ス
、
し
ょ
糖
、
乳
糖
、
麦
芽
糖
及
び

で
ん
ぷ
ん
等
）
を
除
い
た
糖
質
、
糖
類
を
対
象
成

分
と
な
り
得
る
も
の
と
す
る
。

参
照
：

「
機
能
性
表
示
食
品
の
届
出
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
消
費
者
庁
）

http://w
w
w
.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/infor

m
ation/pdf/food_labeling_inform

ation_180328_0001.pdf

機
能
性
表
示
食
品
の
届
出
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
改
正 

平
成

３
０
年
３
月
２
８
日
（
消
食
表
第
１
５
６
号
）
消
費
者
庁
）

http://w
w
w
.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/foods

_w
ith_function_claim

s/pdf/food_w
ith_function_clains_1

80328_0002.pdf

食事摂取基準に摂取基準
が策定されている栄養素 対象成分となり得る左記の構成成分等（例）

たんぱく質

n-６系脂肪酸

n-３系脂肪酸

糖質

糖類

食物繊維

ビタミン A

各種アミノ酸、各種ペプチド

γ- リノレン酸、アラキドン酸

キシリトール、エリスリトール、フラクトオリゴ糖、
キシロオリゴ糖、ガラクトオリゴ糖、乳果オリゴ糖

（ラクトスクロース）

α- リノレン酸、EPA(eicosapentaenoic acid)、
DHA(docosahexaenoic acid)

L- アラビノース、パラチノース、ラクチュロース

難消化性デキストリン、グアーガム分解物

プロビタミン A、カロテノイド（β- カロテン、α- カ
ロテン、β- クリプトキサンチン等）

届出資料の簡素化 （一部、様式の変更）

（試験運用）

運用開始

運用開始

運用開始

運用開始

運用開始

運用開始

本格的に運用開始

改正前より入力項目の約 30％削減

糖質、糖類の届出

分析方法の開示

販売状況の届出

植物エキス及び分泌物の
届出

届出確認の迅速化
（再届出）
届出確認の迅速化

（事業者団体等の事前確認）
生鮮食品の届出

（一部を摂取できる旨の表示）

届出データベース改修前
（改正ガイドラインに基づく運用）

2018 年 3 月 28 日から運用開始

届出データベース改修後
（改正ガイドライン別添に基づく運用）

運用開始時期については別途通知

表：届出データベース改修前と改修後での運用開始時期の違い

イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
、
該
当
箇
所
を
抜
粋
し
て
み
て
み

ま
し
た
。（
下
線
部
分
が
追
加
さ
れ
た
内
容
で
す
）

表：対象成分となり得る構成成分等
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今月の「お気に入り」言葉

（ことわざ）

苦尽甘来

糖質、糖類の表示

◆栄養成分表示　
糖質の表示値は以下の計算式で求めます。（※当該食品の質量を 100 とした場合）

◆強調表示　
糖質、糖類に関する強調表示の制度を整理してみました。（食物繊維は含めていません）

2018 年 3 月 28 日、機能性表示食品の対象成分に糖質、糖類が追加されました。
これを受けて、日本の糖質、糖類に関する表示制度を整理してみたいと思います。

糖質＝100※－（たんぱく質＋脂質＋食物繊維＋灰分＋水分）

糖類については、食品表示基準において以下のように定義されています。

糖類 単糖類又は二糖類であって、糖アルコールでないもの

栄養成分表示では、糖類は糖質より 1字下げて表示することになります。
炭水化物、糖質、糖類、食物繊維すべて単位は「g」であり、最小表示の位は「1の位」です。
炭水化物、糖質、糖類については、１の位に満たない場合であって、０と表示することができる量以上であるときは、
有効数字１桁以上となります。

炭水化物

糖質

食物繊維

糖類

なお輸出入の際は、各国の炭水化物の定義に違いがある点に注意が必要です。

炭水化物＝100－（たんぱく質＋脂質＋灰分＋水分）　※炭水化物は食物繊維を含む

炭水化物＝100－（たんぱく質＋脂質＋灰分＋水分＋食物繊維）　※炭水化物は食物繊維を含まない

炭水化物＝100－（たんぱく質＋脂質＋灰分＋水分）　※炭水化物は食物繊維を含む

表示制度 表示例糖質、糖類に関する基準

高い旨、含む旨、
強化された旨

含まない旨、低い旨、
低減された旨

添加していない旨

糖質、糖類ともに基準値なし -

糖質には基準値なし
（ただし算出の結果が負の値の場
合は「0」と表示できる）
糖類に基準値あり
例：含まない旨 0.5g 未満 /100g　
等

無糖、糖類控えめ、
糖類〇〇%オフ等
（低減された旨の表
示には基準値の他
に、低減割合に関す
る基準あり）

糖類不使用等糖質には表示基準なし
糖類に表示基準あり
例：糖類に代わる原材料または添
加物を使用していないこと、当該
食品の糖類含有量が原材料及び添
加物に含まれていた量を超えてい
ないこと等

表示制度 表示例糖質、糖類に関する基準

栄養機能食品の栄養
機能表示

特定保健用食品の許
可表示

機能性表示食品の機
能性表示

糖質、糖類ともに対象外
（規格基準設定なし）

-

糖質、糖類ともに個別許可事例あり
例：キシリトール、L- アラビノー
ス等

虫歯の原因にならな
い甘味料、砂糖の消
化・吸収をおだやか
にする等

2018 年 4月 24 日現
在事例なし（2018
年 3月 28 日より開
始のため）

糖質、糖類ともに対象成分
例：キシリトール、L- アラビノー
ス等

　ざっとまとめましたが、消費者のニーズは多様であり、表示制度もまた多様である
とあらためて感じます。今回はここまでです。また、ときどきミニコラムを書いてみ
ようと思います。

日本

EU

アメリカ

g

g

g

g

講演のお知らせ　5月（東京）

◆日　時：2018 年 5月 25 日（金） 午後
◆会　場：薬業健保会館（地下鉄銀座線赤坂見附下車徒歩 5分）
◆主　催：品質保証研究会様
◆お申込み先：株式会社ラベルバンク（customer@label-bank.co.jp）
◆講演者：川合裕之（株式会社ラベルバンク）

「輸出食品における各国基準調査から表示作成・チェックまでの実務上のポイント」
①各国の化学物質等の国際基準、原材料・添加物の使用基準、
　食品表示基準の調査方法
②対象とする国と対象する基準による各国の難易度の違い
③各国の食品表示作成、チェックするときの注意点
④各国の基準情報を検索できるシステムの紹介
⑤各国の基準改正情報把握の課題

◆内容：
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